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はじめに

　モンゴル国（以下、モンゴル）では、五畜といわれる馬、牛、ラクダ、羊、山羊が主に伝

統的な遊牧で飼養されている。これら五畜の総飼養頭数は、計画経済時代においては2500

～ 3000万頭程度の水準で推移していたが、1990年の市場経済移行後に急速に増加した。

2000～ 2002年、2010年の大規模なゾド（寒雪害）により総家畜頭数は一時的に減少したも

のの、その後急激な増加を続けている。2018年末の5家畜の総頭数は6646万200頭と史上

最高を更新した。畜種別にみると、馬394万100頭、牛438万900頭、ラクダ45万9700頭、羊

3055万4800頭、山羊2712万4700頭で、馬と羊が史上最高頭数を更新している。暫定値であ

るが、2019年末の5家畜の総頭数は前年よりさらに6.8％増加し、7096万9300頭と史上最

高を更新した。畜種別にみると、馬421万4800頭、牛475万3200頭、ラクダ47万2400頭、羊

3226万7300頭、山羊2926万1700頭で、ラクダを除き史上最高頭数を更新している。

　本稿では、このように家畜頭数が急増している中で、「馬」に焦点を当てることとする。

馬はモンゴルの家畜の中でも、羊と並んで特に貴重な財産である。だが羊が実質的財産と

しての価値が評価されるのに対して、馬は実質的価値のほかに装飾的な、社会的地位の象

徴的な性質を強く持った家畜として考えられている（鯉渕、1992）。馬の実用的価値として

最大のものは移動手段（乗馬）としての利用であろうが、馬乳、馬肉、たてがみ、皮などの

様々なものが馬から生産されている。これらの産品の生産、利用についてのデータは限ら

れており、これまであまり整理されてこなかったようであるので、National Statistics Office 

of Mongoliaの統計書とCustoms General Administration of Mongoliaの貿易統計（International 

Merchandise Trade Statistics）にあるデータなどをまとめて紹介することとしたい。

1．モンゴル国の馬飼養頭数の世界における位置

　馬から産品について紹介する前に、まず、モンゴルにおける馬の頭数の世界のおける位

置について見てみたい。

　FAOSTATの統計データによると、世界の馬総頭数は、2000年が5774万頭、2010年が

5817万頭、2018年が5778万頭と安定して推移している。一方、牛、羊等の食用を主目的と

した他の家畜頭数は、食肉需要を反映して徐々に増加している。

　2018年のモンゴルの馬総頭数（394万頭）は中国を抜いて世界第4位で、世界の総頭数の
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6.8％を占めている。モンゴルの馬頭数は人口を上回っており、人口当たりの馬飼養頭数は

断トツの世界一である。ちなみに、2018年における日本の馬飼養頭数はわずか1万4249頭

である。

　図1に世界の主要馬飼養国の2010年と2018年の飼養頭数を示した。北米や中南米におい

て飼養頭数が多い。国別にみるとモンゴル、カザフスタン、キューバが大幅に飼養頭数を

増加させている一方、中国、コロンビアのように大きく減少している国もあり興味深い。

2．モンゴル国の馬からの産物

1） 馬乳

　馬乳は、牛乳等に比べてタンパク質と脂肪の割合が低いためにチーズ等への加工に適さ

ず、一方、乳糖（ラクトース）の割合が高いことから、そのほとんどが馬乳酒（アイラグ）

製造に使われている。馬の搾乳は6月下旬から10月頃まで行われ、搾乳された馬乳は、数

千回攪拌することにより一晩で馬乳酒となる。馬乳酒はモンゴル人成人の好物であり、ウ

ランバートルの住民が夏場に田舎へ行く時は、馬乳酒を飲むのが大きな楽しみの一つであ

る。馬乳酒を生産している遊牧民の中には、毎日10リットルも馬乳酒を飲み、カロリーの

ほとんどを馬乳酒から摂取している人もいる（石井、2015）。

　モンゴルの馬乳生産量 1は表1のとおりである。2018年は、8万3900トンでミルク全体
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1 ミルクの生産量統計は、当該年に搾乳可能な家畜頭数から推定したものであり、実際の生産
量ではない。
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2018 年のモンゴルの馬総頭数(394 万頭)は中国を抜いて世界第 4 位で、世界の総頭数の

6.8％を占めている。モンゴルの馬頭数は人口を上回っており、人口当たりの馬飼養頭数は

断トツの世界一である。ちなみに、2018 年における日本の馬飼養頭数はわずか 1 万 4249

頭である。 

図 1 に世界の主要馬飼養国の 2010 年と 2018 年の飼養頭数を示した。北米や中南米にお

いて飼養頭数が多い。国別にみるとモンゴル、カザフスタン、キューバが大幅に飼養頭数

を増加させている一方、中国、コロンビアのように大きく減少している国もあり興味深い。 

 

  

２２．．モモンンゴゴルル国国のの馬馬かかららのの産産物物  

１） 馬乳 

 馬乳は、牛乳等に比べてタンパク質と脂肪の割合が低いためにチーズ等への加工に適さず、一

方、乳糖（ラクトース）の割合が高いことから、そのほとんどが馬乳酒（アイラグ）製造に使われてい

る。馬の搾乳は 6 月下旬から 10 月頃まで行われ、搾乳された馬乳は、数千回攪拌することにより

一晩で馬乳酒となる。馬乳酒はモンゴル人成人の好物であり、ウランバートルの住民が夏場に田

舎へ行く時は、馬乳酒を飲むのが大きな楽しみの一つである。馬乳酒を生産している遊牧民の中

には、毎日 10 リットルも馬乳酒を飲み、カロリーのほとんどを馬乳酒から摂取している人もいる(石

井、2015)。 

図1．世界の主要な馬飼養国における馬頭数



の生産量の9.3％を占めている。製造された馬乳酒は、自家消費されるとともに、販売もさ

れる。2019年8月の筆者のトゥブ県における聞き取りでは、4000tg2/Lで販売されていた。

National Statistics Office of Mongolia （2017）によると、馬一頭からの年間搾乳量は150L～

210L程度である。1頭から200L搾乳し、全量を馬乳酒として販売したとすると、80万 tg（約

3.6万円）の粗収入となる。多数の馬を飼養・搾乳すれば、一定の収入が得られることがわ

かる。

2） 馬肉

　世界の主要馬飼養国における馬肉の生産量は図2のとおりである。中国、カザフスタン、

モンゴルでの生産が伸びている。アメリカ、ブラジルは馬の飼養頭数では世界1位と2位で

あるが、あまり自国では馬肉を生産していないことがわかる。
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2 tgは、モンゴルの現地通貨 togrogを示す。2018年における平均為替レートは、1USD＝
2472tg、1円＝22.39tgである。
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 モンゴルの馬乳生産量1は表 1 のとおりである。2018 年は、8 万 3900 トンでミルク全体の生産量

の 9.3％を占めている。製造された馬乳酒は、自家消費されるとともに、販売もされる。昨年 8 月の

筆者のトゥブ県における聞き取りでは、4000tg2/L で販売されていた。National Statistics Office of 

Mongolia (2017)によると、馬一頭からの年間搾乳量は 150L～210L 程度である。1 頭から 200L 搾

乳し、全量を馬乳酒として販売したとすると、80 万 tg（約 3.6 万円）の粗収入となる。多数の馬を飼

養・搾乳すれば、一定の収入が得られることがわかる。 

 

 

 

 
 

 

 
1 ミルクの生産量統計は、当該年に搾乳可能な家畜頭数から推定したものであり、実際の

生産量ではない。 
2 tg は、モンゴルの現地通貨 togrog を示す。2018 年における平均為替レートは、1USD
＝2472tg、1 円＝22.39tg である。 

表1.　畜種別ミルク生産量の推移

2014 2015 2016 2017 2018
ミルク計 765.4 874.4 891.5 919.5 902.4
馬乳 75.0 85.1 86.2 94.3 83.9
牛乳 440.4 512.4 522.4 539.9 553.3
ラクダ乳 9.3 9.0 10.2 10.4 11.5
羊乳 84.7 95.2 99.1 99.7 103.8
山羊乳 156.0 172.6 173.6 175.2 149.8
出所：National Statistics Office of Mongolia (2019b)より筆者が作成

(単位:千トン）
表1．畜種別ミルク生産量の推移

図2．主要馬飼養国における馬肉生産量



　モンゴルで2018年に屠殺された馬は59万7000頭で、屠殺率（2018年初頭数に対する割合）

は15.2％であった。屠殺頭数は前年を28.8％も上回っている。表2にあるように、2018年の

馬肉の生産量は5万7200トンで、五畜食肉生産量合計の11.1％を占めている。

　馬は、牛、羊などの偶蹄類の家畜と異なり、口蹄疫に感染しないことから、動物衛生上の

輸出制約が少なく、日本へも輸出することが出来る 3。2018年のモンゴルの馬肉の輸出は3

万2201トン、6497.4万US＄であった。馬肉生産量の56％が輸出に回っていることになる。

2017年のデータでは輸出量が2万6118トンで、輸出先は中国が2万3423トン（89.7％）、ロ

シアが2198トン（8.4％）、カザフスタンが498トン（1.9％）となっている。近年、中国での

馬肉の需要が高まっているようであり、輸出増を背景に去勢馬一頭当たりの価格は、2017

年618.8千 tg、2018年730.4千 tg、2019年862.1千 tgと上昇してきている。

　かつて馬刺し用として日本向けの輸出が一定量（2004年が最大で48トン）あったが、採

算性などの課題から激減し、2017年においてはわずか0.4トンに過ぎなかった。なお、馬

であるとは断定できないが、家畜の内臓（edible offal of animals）が日本向けに6.5トン（69.8

千ドル）輸出されており、馬の内臓と思われる。また、天然草原で育ったペットに安心・安

全な肉として、日本でモンゴル産馬肉のドッグフードが販売されている。

3） 馬皮

　2018年のモンゴルにおける馬皮の生産量は62万8400枚である。2017年のCustoms 

General Administration of Mongoliaの貿易統計によると、馬の原皮の輸出は全量中国である。

馬、牛のなめし皮は、中国、イタリア、タイ、スペインなどに輸出されている。なお、馬皮1

枚の価格は、他県でも同様の動きであるが主産地のアルハンガイ県をみると2015年5万 tg、

2016年3.5万 tg、2017年2.3万 tg、2018年1万 tgと急激に下落している。2019年のトゥブ県
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3 日本は口蹄疫清浄国であるので、モンゴル産の牛肉や羊肉を輸出することは出来ない。なお、
日本政府が認定した工場で加熱処理を行えば輸出可能である。
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2) 馬肉 

 世界の主要馬飼養国における馬肉の生産量は図 2 のとおりである。中国、カザフスタン、

モンゴルでの生産が伸びている。アメリカ、ブラジルは馬の飼養頭数では世界 1 位と 2 位

であるが、あまり自国では馬肉を生産していないことがわかる。 

 モンゴルで 2018 年に屠殺された馬は 59 万 7000 頭で、屠殺率（2018 年初頭数に対す

る割合）は 15.2％であった。屠殺頭数は前年を 28.8％も上回っている。表 2 にあるように、

2018 年の馬肉の生産量は 5 万 7200 トンで、五畜食肉生産量合計の 11.1％を占めている。 

 

 
 

馬は、牛、羊などの偶蹄類の家畜と異なり、口蹄疫に感染しないことから、動物衛生上

の輸出制約が少なく、日本へも輸出することが出来る3。2018 年のモンゴルの馬肉の輸出

は 3 万 2201 トン、6497.4 万 US＄であった。馬肉生産量の 56％が輸出に回っていること

になる。2017 年のデータでは輸出量が 2 万 6118 トンで、輸出先は中国が 2 万 3423 トン

（89.7％）、ロシアが 2198 トン（8.4％）、カザフスタンが 498 トン（1.9％）となってい

る。近年、中国での馬肉の需要が高まっているようであり、輸出増を背景に去勢馬一頭当

たりの価格は、2017 年 618.8 千 tg、2018 年 730.4 千 tg、2019 年 862.1 千 tg と上昇して

きている。 

かつて馬刺し用として日本向けの輸出が一定量(2004 年が最大で 48 トン)あったが、採

算性などの課題から激減し、2017 年においてはわずか 0.4 トンに過ぎなかった。なお、馬

であるとは断定できないが、家畜の内臓（edible offal of animals）が日本向けに 6.5 トン

(69.8 千ドル)輸出されており、馬の内臓と思われる。また、天然草原で育ったペットに安

心・安全な肉として、国内でモンゴル産馬肉のドッグフードが販売されている。 

 

3） 馬皮 

 
3 日本は口蹄疫清浄国であるので、モンゴル産の牛肉や羊肉を輸出することは出来ない。

なお、日本政府が認定した工場で加熱処理を行えば輸出可能である。 

表2．畜種別肉生産量の推移



でのヒアリングによると、かつては一枚500tgした羊皮の価格が急落したため、現在は販売

せず捨てているとのことであった。中国からの買付け動向がこのように皮の買い取り価格

に大きな影響を受けているものと考えられる。

4）　馬毛（たてがみ・尾毛）

　馬の尻尾の毛やたてがみはとても丈夫で、バイオリンなどの弦楽器の弦にも使われてい

るのは有名である。また、この丈夫な毛を利用して、馬を繋ぐアラムジャーというロープ

に加工される（野沢（1991）。

　National Statistics Office of Mongoliaの統計書には馬の毛の生産量は記載されていないが、

Customs General Administration of Mongolia の貿易統計では、馬の尾毛とたてがみは重要な

輸出品目として扱われている。2017年の馬のたてがみの輸出は755.9トン、1049.7千ドル、

2018年は1503.6トン、2388.3千ドルである。2017年の馬の尾毛の輸出は290.1トン、369.4

千ドルである。これらのほとんどが中国向けであるが、わずかにオーストリアへも輸出さ

れている。

　計画経済時代の話であるが、野沢（1991）によると、「馬のたてがみは6月になると生え

替わり抜け落ちてしまうため、その前の5月に刈られる。アズラガ（種牡馬）以外の馬のた

てがみはみんな刈られて売ってしまう。尻尾の毛はあまり短く刈ると格好が悪くなるとの

理由から、長く切り落とすことはしない。せいぜい20～ 30センチ切るだけにして組合に

収めている。馬にとって尻尾の切りすぎは、ハエやアブなどを追い払うのにも不便なこと

である。馬の尻尾の毛やたてがみはとても丈夫で、バイオリンなどの弦楽器の弦にも使わ

れているのは有名だし、仔馬の頭絡（ハミを固定するために頭に付ける紐）に馬の毛を用

いると、皮膚が切れてしまうほどだ。この丈夫な毛を利用して、馬を繋ぐアラムジャーと

いうロープに加工する。」とのことである。
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 2018 年のモンゴルにおける馬皮の生産量は 62 万 8400 枚である。2017 年の Customs General 

Administration of Mongolia の貿易統計によると、馬の原皮の輸出は全量中国である。馬、牛

のなめし皮は、中国、イタリア、タイ、スペインなどに輸出されている。なお、馬皮 1 枚の価格は、他

県でも同様の動きであるが主産地のアルハンガイ県をみると 2015 年 5 万 tg、2016 年 3.5 万ｔｇ、

2017 年 2.3 万 tg、2018 年 1 万 tg と急激に下落している。昨年のトゥブ県でのヒアリングによるとか

つては一枚 500tg した羊皮の価格が急落したため、現在は販売せず捨てているとのことであった。

中国からの買付け動向がこのように皮の買い取り価格に大きな影響を受けているものと考えられ

る。 

 

 

 

4） 馬毛（たてがみ・尾毛） 

 馬の尻尾の毛やたてがみはとても丈夫で、バイオリンなどの弦楽器の弦にも使われているのは

有名である。また、この丈夫な毛を利用して、馬を繋ぐアラムジャーというロープに加工される（野

沢（1991）。 

National Statistics Office of Mongolia の統計書には馬の毛の生産量は記載されていないが、

Customs General Administration of Mongolia の貿易統計では、馬の尾毛とたてがみは重要な輸

出品目として扱われている。2017 年の馬のたてがみの輸出は 755.9 トン、1049.7 千ドル、2018 年

は1503.6トン、2388.3千ドルである。2017年の馬の尾毛の輸出は290.1トン、369.4千ドルである。

これらのほとんどが中国向けであるが、わずかにオーストリアへも輸出されている。 

計画経済時代の話であるが、野沢（1991）によると、馬のたてがみは 6 月になると生え替わり抜

け落ちてしまうため、その前の 5 月に刈られる。アズラガ（種牡馬）以外の馬のたてがみはみんな刈

られて売ってしまう。尻尾の毛はあまり短く刈ると格好が悪くなるとの理由から、長く切り落とすこと

はしない。せいぜい 20～30 センチ切るだけにして組合に収めている。馬にとって尻尾の切りすぎ

は、ハエやアブなどを追い払うのにも不便なことである。馬の尻尾の毛やたてがみはとても丈夫で、

バイオリンなどの弦楽器の弦にも使われているのは有名だし、仔馬の頭絡（ハミを固定するために

頭に付ける紐）に馬の毛を用いると、皮膚が切れてしまうほどだ。この丈夫な毛を利用して、馬を繋

表3.　畜種別皮生産量の推移
(単位:千枚）

2014 2015 2016 2017 2018
皮計 10217.9 15192.9 14001.2 14523.4 17361.5
馬皮 235.4 397.0 352.7 333.0 628.4
牛皮 438.8 733.1 791.0 797.8 1038.8
ラクダ皮 30.5 40.0 30.9 33.9 42.2
羊皮 4979.0 7363.5 6566.6 7011.9 8422.8
山羊皮 4323.5 6170.3 5763.8 5850.6 6220.7
出所：National Statistics Office of Mongolia (2019b)より筆者が作成

表3．畜種別皮生産量の推移



まとめ　

　本稿では馬からの産物として、馬乳、馬肉、馬皮、馬毛（たてがみ・尾毛）の統計データ

を整理してみた。現在モンゴルでは家畜総頭数が史上最高を毎年更新しているが、それが

必ずしも牧民の所得の向上に結びついてはいない。このため、モンゴル政府としては畜産

品の輸出の拡大や付加価値向上を模索しているところである。モンゴルの馬は世界第4位

の飼養頭数であり、馬からの産品の付加価値向上も重要なテーマである。馬乳は古くから

様々な栄養的・医療的な効果を持つと言われており、近年、フランス、ドイツ、イタリアな

どの西欧諸国では、馬の生乳・初乳の飲用や粉馬乳（powdered mare milk）の利用が一般的

になっている（Romaniuk et al. 2019）とのことである。今後、モンゴルにおける馬乳の馬乳

酒以外への利用の取組みの状況等についても明らかにしてみたい。
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